
． ． 
．
 

-" 
「震災復興・地域経済再建・

神戸製鋼の社会的責任を問うシンポジウム」

今、住民自身が「復興は、これでよいのか？」被災地での課題を問い直す時

10月15日、神戸市内で開かれた「シンポジウム」では、地元の 「大企業」の社会的

責任について、それぞれの専門家が、市民の立場で発言されました。内容は現時点の問 ]:-

題点を浮き彫りにし、神戸の街づくりを市民が考えていく上で大きな示唆を与えてくれ

るものでした。主な内容は次のとおりです。

① 響む圏璽殷予定の火力発●所について

震災復興の都心部に、今なぜ「火力発 のに、市と企業が交わしている ［環境保

電」なのか？その訳を聞くうちに、市民 全協定」の基準では、守れる保障のない

の環境・健康を犠牲にした企業の目先の 1...J;_ ことが説明されました。その他、温暖化

利益優先の実態が明らかになってきま ↓ を促進する大量の二酸化炭素排出によ

した。火力発電所ができる事で、いかに る環境破壊は、世界のエネルギー問題解

大気汚染をより悪化させることになる 決の方向とはっきり逆行するものです。

か、全国と神戸市の児童の喘息患者数の 21世：紀の神戸の＇街を考えると、再生可

比較資料を下に説明されました。現在で 能な自然にやさしい新エネルギー開発

も極端に神戸市は「児童の喘息患者数」 の道を考える時が来ているのではと思

が突出し、増加の傾向があります。行政 いました。

はその改善努力をしなければならない

.,-Jr..-̀〒＇- .. 

② 順獨新響む「HAT~こラベ」圃発閥●
兵庫県や神戸市は「災害復興公営住宅 いつのまにか、企業に公的資金が使われ、

地」を大企業の土地に求めました。 震災を契機に復興してきた実態を聞き、

震災前は「企業の遊休地」として空き地 改めて住民がなかなか元の街に戻れな

だった所を、行政が「震災復興」の大義 い訳がわかりましtこ。そして、改めて『住
名分で大企業於ら高く買い取ったため、 民個人へ公的支援』をする事が、『暮ら

元の街の再生ではなく、大規模開発の街 しを再建し地域の活性化』につながる事

づくり（スクラップ・アンド・ビルド型 を思い知りました。

の街づくり）が進んでいる事が報告され

ました。 事

11月6日「再生エネルギー先進国デンマークに学ぶj神戸市生涯学習支援センター開湯pm6:0o~

11月10日「神鋼包囲総行動」岩屋公園（阪神西灘駅南西） pm6:15~ 

を

被災地だより これ以上人災による犠牲者を出さないために

強力な絆を避難所になった神戸の学校現場から全国へ I_■ I 
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神戸市中央区下山手通

4 • 1 3 • 9中尾ビ）t,3F 
■ TR-078-391-7508 
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（t三宅島・11.t涸道・神戸）
東京の谷田川先生から、三宅島の子ども達、先生の「疎開先」での様子が、

北海道に行かれた神戸の中塚先生から、現地の状況が寄せられました。

それぞれの「被災地真っ只中」の様子をお知らせします。 "9そして神戸では・・・。

● 111 

霰災地r三宅」の子ともたちはいま
「夜動明けガらそのまま授鑽にあガラ」と語る繹先生―

谷田川和夫

⑧ 企鑽の社合的●任を問ラ芝めに。

フロアから、神鋼で働いていた方が、 「会社経営陣と総会屋との癒着」が報告

差別的な労働実態を訴えられました。そ されました。企業の社会的責任を問うた

の事も含めて、シンポジストから、①② めに、「株主オンプズマン」として、市

のように地元の大企業でありながら住 民による監視を呼びかけました。

民への多大な問題を抱えている根本に、

最後に、神戸製鋼所が地元住民の安心と安全を重視する企業になる事に期待して、

今後も粘り強く「社会的責任を問う」行動をしていく事を確認しました。

放課後のひとときをたのしむ

子どもたちの姿にほっとしながらも
••--9 
秋川高校での放課後のひととき。入 ： 秋川駅周辺に繰り出す。スーパー「東

浴の始まった子どももいる。バドミン ：急」を見飽きても、行き先はそこしか

トン、キャッチボール、バレーボール！ない。塾のない三宅で育った子たちは、

などに興じる子どもたちの声が明る ！自然と人間がともだちだった。ここへ

い。カメラを構えて木立に入ったら、 ：きて、ほかにすることもないから勉強

「その近くスズメバチがいるから気を｝でもしょうかな、，という子もいると棒

つけて」と中学生。その明るい声にほl先生は苦笑する。・
っとするが、ここでの生活に「慣れる」 i
-とは、先行き不透明な避難生活が延 ：

びる不安でもある。 なんな一日も早く i
三宅へ帰りたがっている。 ！ 
しかし、いまは闇のなかだ。どんなl
に慣れてもここには、子どもたち＇の日 l
常はない。漁から帰る父親を迎えに浜i
辺に自転車を走らせるような・・・。ここ i
では、放課後の外出は高校生だけに許 ！

されている。
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！「： 耀望り共同生活の置璽な絋鵬宅 ~•=- I 酋蓋業覇は切り膿して、 コ ．． i 
|i 墨濁化のなガで困霞さを壇して 互

I.  

-F 早＜壇員を
. i 

I己I 9...L./l n l -⇒ 戸門に
1 校内その哀全麟ぼ集団生活の信定で、 子どもたちの生活の指導 ・管理は中・ ＼
i子ぎ屯たちぱ過しく 黄重な体険をつんて'|高校は各フ・ュアで一人、小学生ぼ各校（三lいる3 「三定を訪ねる人ぽ岱んと協孔 校）から一人ずつが交代であた?iている。
いして、 助ゆ合い， ，頑張って→ と言うが、こ：秋川高校は現在数十名の在籍だが、生徒

とはそれほど炉箪でi謬 いz ]数が多がったこるの宿泊施設が残ってい・

げこの気 四00~ ほどの三宅の子を危の
完全縦割り集団で、小学生ほ一年生から 〗：；宿泊応 教室を転用するなどという 事態
亦年生までが共同生活を営む。 |91ではない..¢

掃除、洗濯、食事なぎ上級生が・ビつによ w

く下級生の面倒をみていも洗濯など上級： しかし、高校生、しかも昂子校向けにi
| 

生よし＼
活をしてきた子どもたちだ‘.,＿ 此とい？問題点は、当初からマスコ£でも

灯指摘していた朕、いまだに改善され
スt広スからくる発熱など体調不良をなし

訴える子も少なくな八夜泣きする子は低 1 ;.• たとえば、女子が部屋にカーテゾがな
学年が多い。隣で程ている子は上級生に助 ．いので、「原京ばI布いがらカーテンをつIけを求めな上級生も度重なればつらくな ：けてぼし和 とも らしてい応 たまたま
ってくるc ；備わっていた男子が部屋からはずしで持

：ってきて、間に合わせているところもあ

|工は鰐覧門言り工讐；［こ；竺□孟ご竺三 学`ぶ子とt'も9
エネ』レギーを持て余す中・高生が夜遅くま J 可

ll 
たちにどんな問題が起こるか、毎日が初

で廊下でドタバタ騒いで叱られることも体験、未知の世界との格闘だ。

多い。毎日が「林間学校」だ。 l 

二泊三日程度なら教師も対応できるか、 上
．． ： 蒙躙宅子と宅蓬宅謳界

すでに長期化したなかで、敬師の体力は限月教職員たちの住まいも最近、よ りやく近

界にきている。なにしろ、 液が明ければ授 ：隣の市営住宅などが確保されたが、 目分

業が待っているのだc ・げの生活環境を整備する間もない，， 小学校

Ii言言喜詞璽：：：：口：そ）のレロニ日つ;;1l 1 は把握できな見 ［し ＼真こ冒旦〗ヽ｀；。占詈：：！
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・ー・u~[7.l ― ―いl • Ii「LP-- .:| l: -―最近、定の一方針に変化歪砂疇玉万；ピ―---戸 -L'--------or--------ニ--------1| 
， なった廷教師たろ、もちろん子どもた 不守解涌、 急 い で

,•¢ 
d-_, 

[P. ：1 
I 1ii ちの頑張りや、 1漆九 も限界にきている。 '| ｝ 

l' 皆無の家団 — 島はどうなっだだろう、 自分の家は~ l
ロや 「みんなテレピ、 t J 

］ 
瓢渥りのよラな授業 J 

新聞以外の情報はよく i 
出□口，携帯電話も発信源の施設が機能せず、情 i

9m 
l 小学三校、中学三校、高校一校が同じ違
j 物で生浩し授粟する．c •と

I 
りあえず安全のた 先日、三宅残留の且げ里官が強しヘガスの

ぶ こ避芦ぐ らしをすると りヽう事態ではな．ため倒れたという情報が入っ乞 同様な

応 子ども達社その 豆 りあえ土 の物を，｝任務で残留している親をもつ子の不安は：

持？て漱）↑Iへ来旭
Iヽl
1ヴ大きいが確かめようもな八現金収入の

三宅では進度も哨を習も違っていた子ど ：
＇途絶えた親の苦労にも気づいてし4ヽるC

もたちが、特別教室など他のクラスの都合 ：「みんな方5一緒に加る」ということに支

と調整しあって使う。しかも教材は皆無と ．＇，えられて頑張る子どもたちに支援の手

，いっていいC :,を、と願う。
., 

； 写生をしたくても画材がないので、教委？ 現地の先生の疲労を思って、取材はな
i ．に申し出たら、ある PTAが動いてくだるべく遠慮してほしいと忠告をうけなが
• ざって、ある日、どら と 「救援物資」が ：ら、少しでも見てがら報告したいと思？
届いた。 乍ラッター台の画材だ。図エ室 ；て、出かけた。快く対応してくださった

へ運ぶのにボランティアを動員して汗 ：捧先生は℃め先生たちに心から感謝した

だくの作業だったとい―つ。 ＇し10
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（共同研究者）

子どもたちと共、に鑓関Tる
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全教神戸では、

引恙絞き被災地と連絡を取りながら、

吟 足な支援活動を行います3

皆さ凡のご協力をよろ しくお願い/•ますc

「堀災地支援活動のためのカンパ」のお願い

全教神戸市教職員組合書記局
l 

〒振込口座番号01 1 7 0-7-2 9 7 3 2 | 
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北海道有珠山嘩火被災地酌思 ， 

全教神戸被災地訪問有志の会 （こうぺ小学校 中塚和代） ! 

i 全教神戸の教育復興担当教員 （以下復興担）を中心に、5名の訪問団ば、 8.月 26J_!（土）・1

l 
れたことにより、人的被害を出さずに住民旦月温泉小学校で開がれま しに玄関先には

、の避難を可能にしました。伊達市、虻田町、h長い間泥流に埋まっていた鉢植えが元気に
壮瞥町に出されていた避難指示はマ グロ ：緑を取P戻して子をも達を励ますかのよ う，
活動の低下に伴い、順次解除されていま ；に何鉢も置かればいましたワ 4月1日現社、
す。 8 月 11 日現在、虻田町の一部地域 202 ~ 154 ~名の在籍中、 120 人が戻って来ているそ
世帯のみとなり、避難所は全部閉鎖。仮設 ；9です。しかし、自宅に戻れた子は22人で、
住宅での暮ら しが始ま ってい圧す。一時：後は、仮設住宅住ましべです。スクールパス

は、電気・ガス・水道 ・電話・鉄道等のラ ＇Eの乗車時間社、遠い子で45分もかかります。

イフラインが機能を停止し、降灰と地震・ : 1.tf.や•， ・ー・• -•• -～' 
熱泥流の中で不安な日を過ごしまし た。 今 〗 '.
も上る白い噴煙が、自然の恐ろしさをt食 ： ＇岨霞こそ：` ，.

に感じさせてくれます。 ：• にご喜暑讐蚕:;~~~-
学校は泥痙が大量に流れ込み、火口から i
も近いので入ることもできません。噴火の ，：、 -と.，、．冥・・.,、．
心配のない街から離れた所に仮の校舎がt． ょ．． 4 ゞ^ →`唸ニ．

作られ2学期が始まっていま子。 ： 
ぷ虚 通学バスで通う子ども達 ‘'と名よ立込1

子ども達の通ってくる仮設住宅は、町内 n
; 1学期には4ヵ所の仮住まい生活で、行事

に4ヵ所、他市町の被災地を含めて1ヵ所 ：
＇らしいことはできなかったが、2学期には少

作られています。神戸で使われた物と似て ，
；しでも例年のような活動ができるよう計画

いますが、4軒長屋でストープが付いてい ，
iされているとの事でした。中学校や街のコ

ます。しかし、板の厚さは同じようです。 し
しミュニティゾーンのそばに建ち湖面がどこ・，

冬に向かうこれから、冷えとの闘いが始ま ，；
：からでも見えるよい環境の場所にあ しまし

りそうです•'
： 校舎の内装はコンパネで、上等とは言え

ませんが、誌板張りで木0)においがいっぱ1
い。壁面には全国からの励ましのメッセー

ジがきちんと整理されて、美しく、たくさI
ん張られていましだ。 神戸市の子ども達の

を見つけた時には、神戸の子ども達と先生

方の温かさに改めて感動しましたb I 
I 仮設校舎，/)前で

•• 
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l」 町呂の方々との懇談会 ・I 11:;•~ jt海道蒙組投員と交流 盲ui旦
:' -L己 c i f M.J it::1 v; 1..J ・..-~ v.nm~ z::r _ _■c;: .. . -. j 

！ 当地で学習会を開いていた委員の方たちii 終息宣言り）出ていない町でめ親光産業 ：と、子ども達への支援について交流しま し1
iのたてなおしに出 吟まり にも課題が大シ l 

［ さ，たe 全教の先頭にたって、被災地支援に取i
轟いことが話されま しに行政ペースや大ホ ＇り組んでいる道教組に兵庫教組のみなさんi
乞ルの意向に押し切られないで、住民の考 ；がら寄せられていたカジパや紙芝居も届け I

えを大切に、町の復興を進めようと語り合伯ましたo i 
，＇われましたc

L..IL.I 

秋たちは震災体験で岱めて気づかされ： 餐わりに l 
た人間の強さやがんばり、やさしさを伝え '

ま しに噴火を逆手にとって安全な町づく •,
： 焼物にする粘土のような火山灰の除泥l

りに取り組み「火山が学べるりを呼び物に i ,― 

，に、 この日も 180人のボウスティ，アさんが、

して、町が再びよみがえる道を支援して行ィ＇ で 、
，各地から来られていま した。かつて、神戸

Iかねばと思いました。ホテルの各部屋でも．へ寄せられた多くの熱い心を、今、それぞ
は、ヘルメットが備え付けらね、お客さん

, • れの立場、形で、被災地をはじめ全国の防

で町が賑わう日が待たれます。
：災体制づくりに向かって発信する時だと思

．：います。
` ： 

I FM、レイつ因ヒアに生出漬 ： 
， 私たちは震災被災の当事者として、神戸

虻田町災害団放送局 「子ども達に聞か ，．での教訓が行政の援助においても、個々の

せたい、神戸の震災と立ち上がる子ども ：人々のサポートの場合にも活かされ充実さ

達」に呼ばれ、神戸の被災の状況、避難所i」'せていっているかに関心を寄せていく必要
の運営、父母を助けた子ども達、気づいて ｝があろうと思います。 U 

やりたい心の傷とその信号などについて、；，
神戸からのメッセージをていねいに伝え1復興担当教員もその一役を担っていきた
てきました。番組終了前にもリスナーから ・i'̀:’いと思います。I感想が寄せられ、企画に少しは答えられたi

言言星；喜：m 竺一 I
三塁竺．．ー・ー・--- ::—-- -＝ --こ=---- _．： ---------,—-::fi>~~: _____ ----~---」

や ＇ つ繁
島；；．

ア？セスしよう→URL[http://www.usuzan.net]http://www.usuzan. net/onshou] 
EメーJレonsho@educet.plala. or. jp 

―-
e

u
1
-

―
•一・
1

―j
L.
u
,
-1

1

-

「県独自の公的支援を」鳥取西部地震で、烏取県知事発言。
1 0月6日の鳥取西部地震(M7.3)は、阪神間被災地の多くの人に、忘れていた 「大地震」を呼衣起

こすものでbた。被災地烏取では被災から 10日以上が過ぎた今、新たな動きが見られますs 阪神・淡

路大意及を機に成立した「被災者生活再建支援法」が、実際は 「収入制限が厳しく、支援を受けられな

応 との失望の声が上がっていることを受＇けて、鳥取県知事は、『県独自の制度：：：して「被災者の公的支

援」を検討する2』と発表し点した。展望の持てる実質的な 「個人補債による生活支援『の実現が待たi
ますっ

fヽ



行
わ
れ
そ
れ
ば
三
年
間
続
い
た

子
ど
も
た
ち
そ
托
A
ら
れ
が
自
分
の
や
り
た
い
役
を

出
し
合
っ
て
＆
れ
を
も
と
に
お
芝
居
の
吾
本
づ
く
り

を
何
ヶ
月
見
か
か
っ
て
や
ゐ
と

こ
ろ
、
と
に
か
く
体

を
思
い
っ

き
り
勁
か
し
た
い
と
f

時
間
の
ほ
と
ん
ど

を
体
功
勝
負
の
遊
び
に
か
け
4

て
い
た
と
こ
ろ
、
役
者

の
基
礎
的
な
訓
練
の
メ
t/
1
ド
に
沿
っ

忙
表
現
活
動

ま
で
と
り

K
'¢だ
と
こ
な
、
な
ど
、
参
加
噌す
る
子
ど

も
た
ち
の
個
性
、
ま
わ
り
の
環
境
、
か
か
わ
る
演
劇

人
の
や
り
方
等
で
中
身
は
様
迄
だ
っ
た
。

一
回
＞
ー
ク
が
終
わ
る
度
に
子
ど
も
た
ち
の
様^
子

を
思
＇ぃ
起
こ
し
な
が
ら
、
カ
ラ

ン
セ
ラ
ー
に
入
っ
て

も
ら
っ
て
話
し
合
っ
た
，

瓜

わ

る

お
炉
i

な
が
専
門
性
を
も
っ
て
真
剣
に
向

き
合
い

、
強
制
し
な
い
・、
じ

っ
く
り
待
っ
、
一
人

一

人
の
発
J

言
や
動
き
を
尊
重
す
る
な
ど
、
共
通
の
認
識

を
持
っ
て
取
り
組
苔

―てと
で
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
自
分
を
え
あ

ま
ま
出
せ
る
、
安
心
し
て
い
ら
れ
る

場
と
な
っ
ャ
点
｀
っ
た
よ
う
だ
q

三
年
間
、
こ
の
キ

ッ
ズ

9
1
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ス

タ

ツ

17『
5
じ
て
立
ち
合
っ

て
巷
た
弘
た
ち
は
、
「
こ
ん

な
忌
湯
岳
径
ど
こ
の
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
も
欲
し

ど

と
感
を
」

e

•
l

色
の
貴
重
な
経
験
を
私
た
ち
の

こ
れ
か
ら
の
活
動

が
引
き
継
い
で
い
く

こ
と
で
F

ン
ア
タ
r

ー
ワ
ー
ク
ス
は

昨
年
、
•
こ
）
オ
ド
を
打
っ
た
＿

a

今、子ども違の居湯所づくり一
碁砂とりくみが広がってい心

゜

N
P
O
法
人
兵
庫
県
子
ど
も
文
化
振
興
協
会

天

野

光

子

み
ん
な
で
楽
し
く
お
芝
居
あ
そ
び

ー
震
災
か
ら
生
ま
れ
た
私
た
ち
の
新
し
い
試
み
ー

,1
 

～＿
 

こ
の
春
、
ピ

ッ
コ
ロ
劇
団
の
協
力
を
得
て
加
東
郡

社
町
と
明
石
で
ワ
ー
ク
ジ

m
ッ
プ
「
み
ん
な
で
楽
し

く

お
芝
居
あ
そ
ぴ
」

を
実
施
し
た
《
．
西
脇•明
石
の

お
や

こ
劇
湯
を
窓
口
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
一

般
公
し
た
子
ど
も
た
ち
（
小
一
ー
六
年
）
約
三
〇

そ
し
て
こ
の
春
、
「
み
ん
な
で
楽
し
く
：
：
」
が
実

現
し
た
。
今
回
は
財
団
か
ら
の
助
成
を
受
け
、
県
立

劇
団
で
あ
る
「
ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
」
の
協
力
を
得
て
の

取
り
濫
み
だ
っ
た
。
若
い
劇
団
員
た
ち
は
日
頃
の
役

者
修
行
で
身
に
つ
け
た

一
0
0を
超
送
る
ゲ
ー
ム
の

中
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
ノ
リ
具
合
、
達
成
度
を
見

な
が
ら
組
み
合
わ
せ
て
一
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く

9

て
い
る
ャ

緊
張
を
解
く
、
相
手
を
感
じ
る
、

届
一
分
を
表
現
す

る
、
感
じ
た

こ
と
を
表
現
す
る
、
集
団
で
創
造
す
る
。

体
を
動
か
し
、
声
を
出
し
、
楽
し
ん
で
い
る
う
ち
に

た
っ
た
七
日
間
で
こ
の
難
し
い
課
題
を
見
事
に
や
っ

て
し
ま
っ
た
。
周
り
の
お
と
な
，は
そ
の
こ
と
に
感
動

す
る
が
、
ど
も
た
ち
は
た
だ
遊
ん
で
い
る
だ
け
な

の
だ
。
こ
ん
な
居
場
所
が
各
地
に
欲
し
い
、
イ
ベ
ン
ト

的
で
な
く
子
ど
も
の
生
活
の
中
に
欲
し

い
K

さ
ら
に

発
展
さ
て
芝
居
づ
く
り
が
で
き
た
ら
：
•
と
夢
は
膨

ら
む
。

ワークショップを楽しむ子ども達 ll) 

ワークショップを

楽しむ千ども達 (2

小

ふ
じ
川
な
ぎ
さ

IヽJ
ナ

下
里

陽
子

人
と
お
と
な
数
人
、
そ
こ
に
劇
団
員
三
人
が
入
り
、

七
日
間
、
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
お
互
い
を
知
り
、
体
を

ふ
れ
合
い
、
イ
メ
ー
ジ
の
世
界
を
遊
び
、
表
現
す
る

楽
し
さ
を
味
わ
っ
た
。

見
ず
知
ら
ず
の
子
ど
も
た
ち
同
士
、
初
め
は
手
も

つ
な
げ
ず
、
目
も
合
わ
せ
な
か
っ
た
が
日
を
追
う
毎

に
声
が
出
る
よ
う
に
な
り
、
表
情
が
豊
か
に
な
り
、

自
分
を
主
張
し
出
す
。

ワ
ー
ク
に
関
係
な
く
皆
の
周
り
を
走
り
ま
わ
り
、

一
見
邪
魔
を
し
て
い
る
よ
う
に
し
か
見
え
な
い
子
も

気
が
つ
く
と
ゲ
—
ム
の
先
頭
に
い
た
り
す
る
。

参
加
し
た
子
ど
も
の
中
に
は
、
渚
段
ク
ラ
ス
の
中

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
に
く
い
と
言
わ
れ

た
子
も
不
登
校
気
味
の
子
も
い
た
が
、
ど
の
子
も
そ

れ
ぞ
れ
個
性
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
一
人
だ
っ
た
。

こ
の
と
り
く
み
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
震
災

一
年
後
か
ら
始
ま
っ
た
シ
ア
タ
ー
ワ
ー
ク
ス
の
活
動

だ
っ
た
。
震
災
で
そ
れ
ま
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ー
て
ィ
が
こ

わ
れ
て
し
ま
っ
た
被
災
地
で
「
演
劇
が
役
立
つ
こ
と

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
演
劇
評
論
家
、
衛

紀
生
氏
の
呼
ぴ
か
け
に
、
演
劇
ム、

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
て

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
等
、

様
々
な
立
場
の
人
た
ち
が
集
っ
た
。

私
た
ち
は
、
活
動
を
共
に
し
て
き
た
プ
ロ
の
劇
団
、

音
楽
団
体
か
ら
の

「子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
な
る
よ

う
何
か
お
手
伝
い
し
た
い
」
と
の
申
し
出
を
受
け
て

「子ども達の豊かな栗境づくり」を支援しま
連絡先 「兵庫県子ども文化振興協会」

〒650-0024神戸市中央区海岸通‘2-3-11昭和ピル2F(TELっFAX

゜

避
難
所
、
校
庭
の
片
隅
、
公
園
な
ど
、
菊
一

3
0
カ

所
で
人
形
劇
、
舞
台
劇
、
大
道
芸
な
ど
の
公
演
の
場

を
つ
く
つ
て
き
た
。
こ
の
「
が
ん
ば
れ
ニ
・
2占

‘-
b
た
ち

応
援
隊

一
の
経
験
か
ら
、
衛
氏
の
呼
び
か
け
に
共
感

し
、
私
た
ち
も
参
加
す
る
こ
と
に
し
た
C

「
演
劇
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ア
ー・
ト
で
一
＼

人
間
サ
イ
ズ
の
営
み
だ
と
私
た
ち
は
考
え
ま
す
C

衣
装
の
色
ひ
と
つ
決
め
る
に
も
、
言
葉

―
つ
紡
ぐ

の
に
も
、
多
く
の
時
間
を
語
り
合
い
、
理
解
し
合
う

こ
と
を
必
要
と
し
ま
す
。

演
劇
は
人
間
の
健
全
な
営
み
を
取
り
戻
す
た
め
の
、

だ
か
ら
と
て
も
有
効
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
、
T

ル
で
す
。

（中
略
）

私
た
ち
は
い
ま
、
災
害
の
あ
と
の
心
と
心
の
健
全

な
営
み
の
た
め
に
、
演
劇
と
い
う

『
一
本
の
樹
』
を

神
戸
に
た
て
よ
う
と
思
う
の
で
す
。
」

ー
シ
ア
タ
ー
ワ
ー
ク
ス
企
画
書
よ

集
っ
た
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
何
が
で

き
る
の
か
話
し
合
い
を
重
ね
、
実
施
さ
れ
た
活
動
の

＿
つ
が
キ

ッ
ズ
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
だ
っ
た
C

震
災
と
い
う
厳
し
い
体
総
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
＃

ど
も
た
ち
の
心
と
体
を
ほ
ぐ
し
、
自
分
を
出
せ
る
場

を
つ
く
ろ
う
と
始
ま
っ
た
。
尼
崎
、
神
戸
で
計
五
地

域
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、
月
二
回
、
定
期
的
に

私
は
｀
シ
ア
タ
ー
ゲ
ー
ム
に
参
加
し
て
、

す
ご
く
よ

か
っ
た
な
ぁ
＇．と
思
い
ま
し
た
；
て
れ
は
「
こ
う
ち
ゃ
ん
」

た
ち
も
、
と
て
も
や
さ
し
く
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
し
、

い

ろ
ん
な
人
と
い
ろ
ん
な
ゲ
ー
ム
を
し
て
、
と
て
も
楽
し
か

っ
た
で
す
。

七
日
間
の
う
ち
二
日
間
は
、
い
け
な
か
っ
た
け
ど
、
や

っ
ぱ
り
す
っ
ご
ー
く
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
｀

ゲ
ー
ム
が
終
わ
っ
た
ら
、
す
ご
く
汗
を
か
い
て
い
ま
し

ヤ
’p
こ
れ
ほ
ど
遊
ぷ
の
は
久
し
ぶ
り
だ
っ
た
か
ら
、
う
れ
し

か
っ
た
で
す。

ま
た
、
こ
ん
な
の
が
あ
っ
た
ら
参
加
し
た

い
で
す。

サ
メ
サ
メ
ゲ
ー
ム
と
海
外
か
ん
光
り
ょ
こ
う
と
一

人
が

目
を
つ
む
っ
て
、
ゆ
び
を一

本
で
あ
や
つ
る
ゲ
ー
ム
が
楽

し
か
っ
た
で
す
。
は
じ
め
は

一
人
も
お
友
だ
ち
が
い
な
か

っ
た
け
ど
、
い
つ
ば
い
ゲ
ー
ム
を
し
たら、

ふ
し
ぎ
な
こ

と
に
み
ん
な
の
名
前
が
お
ぽ
え
ら
れ
た
し
、
友
だ
ち
も
と

て
も
た
く
さ
ん
で
き
た
か
ら
、
毎
日
い
や
や
な
と
思
う
こ

と
も
な
く
｀
は
ん
た
い
に
、
は
や
く
い
く
時
間
に
な
ら

へ

ん
か
な
と、

い
つ
も
待
っ
て
い
ま
し
た。

今
日
は
ど
ん
な
ゲ
ー
ム
す
る
ん
か
な
。
楽
し
い
こ
と
を

た
く
さ
ん
や
り
た
い
な
、
と
思
い
な
が
ら
毎
日
楽
し
く
通

っ
て
い
ま
し
た
。
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